
畜 産 の 情 報 　 2019. 1 77

海外情報

急拡大する中国牛肉消費の実態

調査情報部　三原　亙、新川　俊一

１　はじめに

　中国の牛肉輸入量が急増している。伝統的にあまり食べられなかった牛肉は、近年、都市
部を中心に消費が急拡大し、国内生産が追い付いていない。2016年には、日本を抜いて、米
国に次ぐ世界第2位の牛肉輸入国となった。しかしながら、国内消費量と比べると、輸入量
は1割強に過ぎない。また農村部での牛肉消費量は都市部の3分の1であり、伸びしろは大きい。
近年、国内生産が停滞していることを考えると、今後中国の牛肉輸入量が増える可能性が高
い。

【要約】

過去5年間で、中国の1人当たり牛肉消費

量は2割増加した。急速な消費拡大に対して

国内生産が追い付かず、輸入が急拡大してい

る。2010年ごろまでほぼ自給できていた牛

肉は、2016年には日本の輸入量を上回って

米国に次ぐ世界第2位の輸入国となっている

（図1、表1）。

今後、中国の輸入量がさらに拡大すれば、

世界の牛肉需給に大きな影響を与えることが

懸念されるものの、中国の牛肉事情について

の情報は限られている。このため、本レポー

トでは、実際に中国で牛肉生産、流通、消費

がどのように行われているのかを理解するこ

とに焦点をあてた。

図1　牛肉の生産量、輸出量、輸入量、1人当たり消費量の推移
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資料：�USDA/FAS「PSD�Online」、中国国家統計局「中国統計年鑑」
　注：枝肉重量ベース。
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表1　近年の牛肉需給の概要

区分／年 2013 2014 2015 2016 2017

生産量 613 616 617 617 635

輸入量 41 42 66 81 97

輸出量 3 3 2 2 2

消費量 651 654 681 696 730

資料：USDA/FAS「PSD�Online」、中国国家統計局「中国統計年鑑」を基にALICが作成
　注：枝肉重量ベース。生産量は中国統計年鑑、輸出入量はPSD�Online、消費量はALICで計算。

（単位：万トン）

２　消費の状況

（1）マイナーな食肉

中国では豚肉の消費量が圧倒的に多く、牛

肉は豚肉の7分の1程度である（表2）。

かつて牛肉は廃用となった役牛の肉であっ

たため、基本的に小さく切るか、柔らかくな

るまで煮込んで食べられてきた。このため、

現在でも牛肉は硬くて調理に手間がかかると

いうイメージが一般的で、家庭での消費量は

少ない。

例えば、小さく切ってトマトと一緒に煮込

む料理やしょうゆに漬ける料理が定番である

（写真1、2）。その他、小さく切って味付け

をした牛肉も軽食として一般的である（写真

3）。

また、牛肉は、都市部で急速に消費が拡大

しているため、農村部と消費量の差が大きい

ことも特徴である。今後、仮に農村部の消費

表2　年間1人当たり食肉消費量（2017年）

1人当たり消費量

家庭での消費量

平均 割合（%） 都市部 農村部

牛肉 3.9 1.9 49.3 2.6 0.9

羊肉 2.6 1.3 50.2 1.6 1.0

豚肉 29.1 20.1 69.0 20.6 19.5

家きん肉 13.6 8.9 65.4 9.7 7.9

資料：�牛肉と豚肉は中国国家統計局「中国統計年鑑」(生産量)、米国農務省(USDA/FAS)「PSD�
Online」(輸出入量)を基にALICで1人当たり消費量を算出。羊肉の1人当たり消費量は中国農
業科学院「中国牛羊肉市場展望」、家きん肉の1人当たり消費量は中国農業科学院「中国禽肉
市場展望」、家庭での消費量は中国国家統計局「中国統計年鑑」

　注：重量は部分肉ベース。羊肉は山羊肉を含む。

（単位：kg）

前半では、牛肉消費と卸売・小売の状況、

後半では輸入牛肉と中国産牛肉の生産の状況

について紹介する。

今回のレポート執筆に先立ち、2018年9

月に北京市、山東省済南市、同青島市で現地

調査を行った。本稿中の為替レートは、1元

=16.53円（2018年10月末日TTS相場）を

用いた。

なお、中国の牛肉事情を考える上で、詳細

は不明だが、違法な輸入牛肉が相当程度流通

しているといわれていることに留意が必要で

ある。
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量が現在の都市部並みになれば、中国全体の

消費量が4割（310万トン）程度増加する可

能性がある（注1）。

（注1）　 都市部と農村部で外食が占める割合が不明なため同じと

仮定して試算する。農村部の消費量が都市部並になると、

1人当たり消費量は4割（都市部平均：2.6÷国全体の平

均：1.9≒1.4）増加する（表2）。

なお、現地専門家によると、牛肉消費のう

ち、60%が外食、35%が家庭、5%が加工

向けと言われており、表2の推計とは乖離が

ある。

（2）地域差が大きい

食肉の消費を省（自治区、直轄市）別に比

べると、総消費量、構成割合ともに、極めて

多様であることが分かる（図2）。

食肉消費量は、広東省や海南省、広西チワ

ン族自治区、四川省、重慶市、チベット自治

区など、華南や西南で多い一方、山西省や河

南省、陝
せん

西
せい

省などで少ない（中国の地図は

P90図6を参照）。最も消費量の多い広東省

の51キログラムと最も少ない山西省の13キ

ログラムでは、約4倍の差がある。

牛肉の消費量は、チベット自治区、青海省

や新疆ウイグル自治区、内モンゴル自治区、

寧夏回族自治区など、少数民族の多い地域や、

北京、上海、天津といった大都市で多い。な

お、チベット自治区、青海省、四川省、甘粛

省などではヤクの肉（注2）、南部地域では水牛

の肉（注3）が消費されており、これらも上述の

牛肉消費量に含まれている。

チベット自治区は牛肉消費量が24.1キロ

グラムと突出しており、食文化が大きく異な

ることが分かる。チベットの次に消費量の多

い青海省と最も消費量の少ない陝西省とを比

べると、それぞれ4.8キログラムと0.6キロ

グラムと8倍の差がある。

（注2）　 中国農業農村部『畜牧獣医年鑑』によると2016年末時

点でヤクは少なくとも全国で1310万頭程度飼われてお

り、うち青海省が468万頭、四川省が372万頭、チベッ

ト自治区が313万頭、甘粛省が129万頭、新疆ウイグル

自治区が17万頭とされる。

（注3）　 FAOSTATによると、2016年の中国の水牛飼養頭数は

2380万頭である。

（3）高級牛肉の消費動向

中国では、割合はわずかだが高級な牛肉（注4）

も消費されている。北京市の高級牛肉専門の

卸売業者によると、北京市の高級牛肉の市場

規模は約1億元（約16.5億円）（注5）あるとい

われている。2015年ごろには2億元（33億

写真1　牛肉トマト煮込み 写真2　しょうゆ漬けの牛肉 写真3　小さく切った加工食品
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円）程度あったが、中国共産党の「中央八項

規程」（いわゆる倹約令）によって接待需要

が激減したことで大きく減少した後、最近は

微増傾向にあるという。高級牛肉は、主に

Wagyuと米国産牛肉である。Wagyuは、豪

州から輸入された精液を使って国内で生産さ

れた交雑牛（注6） や、豪州から輸入された

Wagyuの肉である。また、米国で広く用い

られている肥育促進剤について、中国では投

与が禁止されているため、米国で中国向け牛

肉を生産するためには、通常と異なる飼養管

理をする必要がある。このため、生産に追加

コストがかかり、価格競争力が低くなること

から高級部位に限って輸入されている。

業界関係者の話では、内モンゴル自治区と

山東省に中国産Wagyuの大規模農場がある

とのことであるが、詳細は不明である。

北京市では、冷蔵での流通環境が整ってい

ないため、ほぼ全ての輸入高級牛肉が冷凍で

流通している。消費はレストランや焼き肉が

主体で、スーパーマーケットでの販売は極め

て少ない。これは、スーパーマーケットでは

高級牛肉の売れる量が少なく、解凍した部分

肉を消費期限までに売り切ることが難しいた

めである。

レ ス ト ラ ン で は、 客 単 価150~200元

（2480~3300円）くらいのコース料理の中

で一品として少量提供されることが最も一般

的である。

（注4）　 北京市では通常の国産牛肉（100グラム当たりロイン系

330円、その他の部位同160円）の倍以上の価格のもの

が高級牛肉と呼ばれている。

（注5）　 小売価格が1キログラム当たり120元、北京市の牛肉消

費量22.6万トンと仮定すると、北京市の牛肉の市場規模

は300億元(4950億円)弱。

（注6）　 Wagyu精液と黄牛をF1生産し、さらにF1にWagyuを

交配する。

図2　家庭での1人当たり年間食肉消費量（2017年）
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資料：中国国家統計局「中国統計年鑑」
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（4）牛肉消費拡大の原動力

近年の牛肉消費の急拡大の背景について、

複数の関係者にインタビューしたところ、①

牛肉消費の主体は外食であり②外食では、焼

き肉、ステーキ、火鍋、串焼きが多く食べら

れている③消費を担っているのは若い世代と

いうことであった。

しかしながら、これらの外食のうち、どれ

が近年の消費拡大に大きく寄与しているのか

ということについては意見が分かれた。

独立行政法人日本貿易振興機構によると、

2016年時点で日本式焼き肉屋と日本式居酒

屋が北京市には791店舗、上海市には1236

店舗、広東省広州市には578店舗ある（注7）。

中国の調査会社である克而瑞研究センター

によると、火鍋レストランは、近年急速に増

えており、過去3年間、年率8%程度の勢い

で売上げが増え、2017年の売上げは4362

億元（7兆1970億円）と、外食消費額の

22%を占めた。火鍋レストランは中国内に

35万店舗あると言われる。

（注7）　 日本貿易振興機構「日本食品消費動向調査　中国（2018

年4月）」

一般に、中国の食肉売場は、豚肉、牛肉・

羊肉、家きん肉の三つに分かれており、牛肉

と羊肉はまとめて取り扱われる（写真7、8）。

これは、伝統的に牛のと畜や牛肉の消費を担

っているのがイスラム教徒であり、彼らは豚

肉を食べないためだと考えられる。政府も「全

国牛肉・羊肉生産発展計画（2013年-2020

年）」（2013年8月策定）にみられるように、

牛肉と羊肉を一括りにしている。また、牛肉

と羊肉の価格は、豚肉や鶏肉より高く、高級

な肉とされている。卸売価格は、1キログラ

ム当たり50元（830円）前後で同程度であり、

本年6月以降、そろって上昇している（図3）。

図3　食肉の卸売価格の推移
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資料：中国商務部「商務予報」
　注：牛肉、豚肉、羊肉は枝肉。鶏肉は丸どり。

写真4　火鍋用の牛バラ肉 写真6　伝統的な串焼き

３　卸売の状況

写真5　火鍋のスープ
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卸売市場では、輸入牛肉を多く扱う業者の

話を聞くことができた（写真9）。高級品と

して売られるもの以外は、同じ部位であれば

国産なのか輸入品なのか、また、輸入品の中

での原産国の違いは、卸売価格にあまり影響

しないため、国産牛肉よりも輸入牛肉の方が

仕入れ値が安い分、利益が出やすいという。

調査した市場では、ブラジル産、アルゼン

チン産、ウルグアイ産、ニュージーランド産

の牛肉が売られていた（写真10、11）。

また、屋台などでよく売っている肉に串を

刺した食品の冷凍原料を業務用に販売してい

た（写真12）。この食品は、一般に、牛肉や

羊肉、鶏肉で作られる。

写真9　卸売市場内写真8　牛肉と羊肉の加工品

写真10　ウルグアイ産牛すね肉 写真11　ニュージーランド産牛肉 写真12　肉に串を刺した食品

４　小売りの状況

伝統的に明け方にと畜した牛をその日のう

ちに売り切る方式がとられてきたため、熟成

されていない肉が多く流通している。このた

め、小売店によっては、熟成（中国語で「排

酸」）させた肉であることを表示して差別化

している店もある（写真17）。

（1）スーパーマーケットでの販売

どのスーパーマーケットでも豚肉に比べて

売場面積が小さく、並べられている肉の量も

少ない。中国では、冷凍牛肉は古くておいし

くないと考える消費者が多いため、スーパー

マーケットで売られている牛肉には冷蔵品が

写真7　牛肉と羊肉を売る小売店
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多い（注8）。

（注8）　 冷凍肉を解凍したものも多い。

今回調査に訪れた北京、済南、青島の店舗

では、国産品の販売が多く、輸入品を扱って

いない店も見られた。輸入品の中では、圧倒

的に豪州産が多く、そのほか、ニュージーラ

ンド産、米国産、カナダ産もわずかながらみ

られた。高級店では、ステーキ用にカットさ

れたロイン系部位が多く売られていた（写真

14、15）。一般的な価格帯の店舗では、す

ね肉や肩肉、ばら、テール肉などが多かった

（写真16、17）。また、火鍋用に薄く切った

肉が多く売られている。特に、丸めて冷凍さ

れた商品が多い。そのほか、内臓肉は、どこ

の店舗でもしょうゆ煮にしたものが売られて

いた（写真20）。

北京市の超高級スーパーマーケットでは、

一番高いものが豪州産Wagyuのリブロース

が100グラム当たり350元（5790円）であ

った。米国産牛肉は、同100元前後（1650円）

であった。こういった価格帯の商品は済南市

や青島市では見られなかった。

高級スーパーマーケットでは、多くの豪州

産品が売られていた。豪州産Wagyuは価格

の幅が広いが、同80元（1220円）前後で

売っているものが多くみられ、豪州産アンガ

ス牛のロースは同70元（1150円）程度で

あった。国産のロイン系は同20元（330円）

前後、国産のその他の部位は同10元（160円）

前後であった。なお、南米からの輸入品は肩

やすね肉が同6元（100円）と安かったが、

写真13　超高級スーパーの牛肉売場

写真14、15　高級スーパーの牛肉売場
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扱っている店は多くなかった（写真18、

19）。

なお、青島市内では、「豪州産生体牛」と

表示して売られている商品があり、価格は、

ばらが同5.2元（86円）、すね肉が同8元（132

円）であった。

また、調味料付きの冷凍食品のステーキ用

肉や調理済みの商品が多く売られていた（写

真21、22）。特に、海外産の牛肉であるこ

とを強調した商品や調味料付きで簡単に調理

できる商品が豊富にそろっていた。これらは

100グラム当たり10~15元（165円~248

円）で売られていた。

写真16　一般的なスーパーの牛肉売場

写真18　ブラジル産冷凍肩肉 写真19　アルゼンチン産冷凍すね肉 写真20　��牛、豚、鶏の内臓などの
しょうゆ煮

写真17　�一般的なスーパーの牛肉売場、「排酸」
（熟成）とある

写真21　ニュージーランド産サーロイン 写真22　調味料付きサーロイン
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（2）伝統市場での販売

伝統市場では、多くの店舗が「ハラール」

と表示しており、牛肉・羊肉がイスラム教と

密接な関係にあることがうかがわれる。

中国では、新鮮な肉がおいしいと考える消

費者が多く、そういった消費者は伝統市場を

好む。また、高齢者ほど伝統市場を好む傾向

にあるという。

なお、伝統市場での販売価格は、若干スー

パーマーケットより安いと感じられたが、中

国肉類協会によると、ほとんど価格に違いは

ないという。

内臓肉は、伝統市場でもしょうゆ煮が売ら

れていたほか、加工されていないものもあっ

た（写真25、26）。

（3）イスラム教徒街での販売

北京には「牛街」、済南には「堤口民族市

場」（注9）と呼ばれるイスラム教徒街がある。

そこでは牛肉と羊肉を売る店舗が数多く並ん

でいる。

（注9）　 「堤口」は済南市内の地名。

（注10）　  「清真」は中国語でハラールを意味する。

写真23　野外店舗での販売 写真24　屋内店舗での販売

写真25、26　伝統市場での内臓肉の販売店（左はしょうゆ煮、右は未加工品）

写真27　牛街の牛肉・羊肉市場の看板（注10）
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（1）飼養頭数

中国農業農村部「中国畜牧獣医年鑑」によ

ると、肉牛の飼養頭数は増加傾向で推移して

いる（図4）。しかしながら、2018年9月発

行の中国国家統計局「中国統計年鑑」におい

て、2006年以降の牛肉生産量と牛飼養頭数

がさかのぼって下方修正されたことから、

1000万頭程度「中国畜牧獣医年鑑」の数値

より少ないと考えられる。なお、現地の専門

家によると、出荷頭数が減っていることと、

地方政府は数値を多めに報告しがちだという

ことを考慮すると、実際には生産量も飼養頭

数も減っている可能性がある。

（2）生産者数、飼養規模

肉牛生産者は2016年時点で約1100万戸

あり、このうち95%は年間出荷頭数が10頭

写真28　イスラム教徒の帽子をかぶった店員 写真29　堤口民族市場の入口

写真30　羊の枝肉や牛のテールを販売

５　国内生産・流通

図4　肉牛の飼養頭数の推移
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資料：�中国農業農村部「中国畜牧獣医年鑑」、中国国家統計局「中
国統計年鑑」に基づいてALICが推計

　注：ALIC推計は「中国統計年鑑」の牛肉生産量を用いて算出。
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に満たない零細規模である（表3）。

肉牛経営は、後述の恒都農業のような大規

模な企業経営もあるものの、頭数シェアでも

家族経営が圧倒的に多いといわれている。そ

の原因としては、①生産周期が長いため投資

の回収に時間がかかること②投資額が大きい

こと③飼養管理技術が高くないため大規模化

してもコストがほとんど下がらないこと④大

規模経営は環境規制への対応のコストが高い
（注11）ことが挙げられる。

（注11）　 現地専門家によると、大規模農場では建設費用のおお

むね20%程度を環境対策に充てるのが一般的とのこ

と。また、50頭以上飼養すると毎年環境保護税を支払

う必要がある（詳細は畜産の情報2018年4月号『中国

の養豚をめぐる動向と環境規制強化の影響』P97を参

照）。

農場の出荷頭数規模別に出荷頭数をみる

と、1~9頭の零細規模層の占める割合が減

少しているものの、2016年時点で50%程

度を占める（図5）。

（3）繁殖・肥育の分業

中国において、繁殖・肥育の分業がどのよ

うになされているのか、今回、業界関係者に

インタビューした限りでははっきりとしたこ

とは分からなかった。北京近郊では、内モン

ゴル自治区の繁殖経営から子牛を購入し、肥

育する経営が多くあるとの話が聞けた。

中国国家発展改革委員会『全国農産品生産

コスト・収益』において、「小規模肉牛経

営」（注12）での飼養日数が146~332日、もと

畜の購入時体重が112~300キログラムとさ

れていることから、一般に肥育農家と繁殖農

家が分離しており、かつ地域によってもと畜

および肥育牛の出荷時月齢が大きく異なると

考えられる（表4）。さらに、同資料では、

もと畜生産費の調査対象として、内モンゴル

自治区と新疆ウイグル自治区が挙げられてい

ることから、これら2省に繁殖経営が多いと

推察される。

（注12）　飼養頭数50頭以下の経営。

表3　肉用牛の出荷規模別の農場戸数　（2016年）

区分／規模 全体 1～ 9頭 10～
49頭

50～
99頭

100 ～
499頭

500 ～
999頭

1,000頭
以上

戸　数 1,052.7 1,000.6 41.0 8.3 2.4 0.3 0.1

割　合 100.0% 95.1% 3.9% 0.8% 0.2% 0.0% 0.0%

資料：中国農業農村部　「中国畜牧獣医年鑑」

（単位：万戸）

図5　肉牛の出荷頭数規模別の出荷頭数の推移
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資料：中国農業農村部「中国畜牧獣医年鑑」
　注：2011年以降の規模別の内訳はALICによる推計。



畜 産 の 情 報 　 2019. 188

大規模生産者「重慶恒都農業集団」

恒都農業は、2009年に創業した肉用牛の

肥育、と畜・カット、加工品の生産、牛肉・

加工品の販売を行う企業グループであり、肉

用肥育牛の飼養頭数は中国で最大規模といわ

れる。所有する肥育施設は8農場あり、1農

場当たり1万5000頭から2万頭を飼育する。

肥育もと牛はほぼ全て外部から買い付けてい

る。

飼養している肉用牛の約85%がシンメン

タール種で、残りはアンガス種と夏南牛

（P89表5）である。飼料は各農場で作って

いるが、飼養頭数を拡大する際に、自給飼料

をどう確保するかが大きな問題とのことであ

る。

と畜場は3カ所あり、年間のと畜頭数は合

計7万頭（施設の能力は10万頭）である。冷

蔵牛肉は、週に1度の頻度でと畜場から全国

23カ所の冷蔵センターに配送され、そこか

ら毎日スーパーマーケットなどに届ける。冷

蔵センターは各省の省都に多い。

同社は「恒都牛肉」のブランド名で販売し

ている。同ブランドの販売価格は他の牛肉と

同程度であり、ブランド名を付けることで信

頼を得て販売量を増やす効果を狙っている。

消費者は便利さを重視しているため、生鮮

肉よりも味付けのステーキや調理済みの冷凍

食品などの売れ行きがよい（写真31〜34）。

今後、これらの商品にさらに力を入れる方針

である。近年の需要拡大に自社生産だけでは

対応できないため、輸入牛肉を使っている。

輸入牛肉をそのまま小売したのでは、付加価

値が生まれないので、全て自社で加工原料と

して使っている。

同社は、IT関係企業が設立した会社である

ため、インターネットを通じた販売を積極的

に進めているが、2級都市（注13）で売れ行きが

よく、生鮮肉ではばら肉とすね肉がよく売れ

る。

（注13）　 明確な定義はないが、済南市やハルビン市、昆明市など、

中規模と言われる都市。

資料：中国国家発展改革委員会「全国農産品成本収益資料編2017」

単位 河北 黒竜江 河南 陝西 寧夏 新疆
生体出荷価格 元/頭 12,620 12,088 10,976 10,566 8,449 9,683
生産コスト(副産物価格除く） 元/頭 10,021 10,084 7,415 7,543 6,054 8,618

物財費 元/頭 9,548 9,349 5,956 6,265 5,218 7,893
もと畜費 元/頭 7,742 6,334 4,503 5,172 3,390 6,550
濃厚飼料費 元/頭 1,375 2,121 1,056 778 1,310 772
粗飼料費 元/頭 348 799 304 235 367 406
その他 元/頭 83 95 93 80 151 165

家族労賃 元/頭 497 758 1,519 1,369 919 807
雇用労賃 元/頭 78 138 0 0 17 311
地代 元/頭 9 1 0 0 0 0

副産物価格 元/頭 33 24 60 91 83 82
利益 元/頭 2,599 2,004 3,561 3,023 2,395 1,065
もと畜購入時体重 kg/頭 300 275 161 143 112 250
生体出荷時体重 kg/頭 524 510 418 397 315 355
飼養日数 日 146 176 238 197 332 114
日増体量 kg/日 1.53 1.34 1.08 1.29 0.61 0.92

表4　肥育経営の収支等の概要（2016年）
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（4）品種

中国で飼養されている肉用牛の大半は、在

来の黄牛と海外の品種を交配したものだとい

われる。海外品種として用いられているのは

シンメンタールが7~8割を占め、残りはシ

ャロレー、リムーザン、アンガスなどが多い。

海外品種を用いて新品種を作出している。代

表的な4品種は表5の通り。

（5）国内輸送

中国では、北部・西部で作られた牛肉が東

部・南部に運ばれて消費されている（図6）。

省（自治区、直轄市）ごとに年間生産

量（注14）と消費量を比べると、東部・南部では、

多くの省で年間5万トン以上の牛肉を海外・

他省から調達している一方で、山東省以北や

西部では、多くの省で生産量が消費量を上回

っている。

写真31　味付細切り牛肉 写真32　味付ステーキ用牛肉

表5　代表的な4品種

名称 夏南牛 雲嶺牛 遼育白牛 延黄牛

元になった品種 シャロレー
南陽牛

ブラーマン
マレーグレイ
雲南省の黄牛

シャロレー
遼寧省の黄牛

リムーザン
延辺牛

産地 河南省 雲南省 遼寧省 吉林省

成牛の体重 800～900kg 700kg 700kg 700kg弱

備考 南陽牛は中国の品種 ─ ─ 延辺牛は中国の品種

資料：現地聞き取り調査を基にALIC作成

写真33　ステーキ用冷凍牛肉 写真34　牛肉を使った調理済み冷凍食品
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北部・西部から東部・南部への輸送は、伝

統的には生体で行われている。近年はコール

ドチェーンの発達に伴い、北部・西部でと畜

して牛肉を輸送することも増えているといわ

れるが、統計などがないため、詳細は不明で

ある。

長距離の輸送では、輸送費に加え、輸送ス

トレスなどによって減った体重（注15）を戻す

ための飼養管理費がかかる。こういった割り

増しコストは、生体販売価格の5~10%を占

めるといわれる。

（注14）　 図6で用いた牛肉生産量が当該省の出荷頭数に基づく

ものなのか、と畜頭数に基づくものなのか不明である。

（注15）　 一般に中国では500キロメートル運ぶと40~50キログ

ラム減少するといわれている。

このように、国内で牛肉を流通させること

で需給の一致が図られているが、東部・南部

では、価格が大幅に上昇していることから、

不足が拡大している可能性がある。東部・南

部での不足拡大の要因として、東部・南部で

は環境規制によって多くの農家が立ち退きを

させられていることが影響していると考えら

れる（注16）。

（注16）　 立ち退きの詳細は、畜産の情報2018年4月号『中国の

養豚をめぐる動向と環境規制強化の影響』P95〜98を

参照。

省（自治区、直轄市）別に牛肉小売価格を

みると、いずれの省（自治区、直轄市）でも

2017年価格は、2012年より上昇している。

特に、東部・南部地域では、価格が高くかつ

図6　省（自治区、直轄市）別の牛肉の需給状況
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チベット
自治区

②内モンゴル
自治区

⑤新疆ウイグル
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青海省

甘粛省
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江蘇省
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広東省
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天津市

：20万トン以上生産超過
：5~19万トン生産超過

：5~19万トン消費超過
：20万トン以上消費超過

資料：中国国家統計局「中国統計年鑑」を基に機構が推計。
注 1：�省・自治区名の前の①～⑥は、2016年の牛肉生産量の順位。上位７省・自治区で生産量の過半を占める。�

中国統計年鑑に掲載されている家庭での牛肉消費量を基に推計。その際、牛肉消費量に占める家庭での
消費量の割合が各省（自治区、特別市）とも同じと仮定した。

　 2：�中国では、人口統計上では地方の居住者とされていても実際には都市部に出稼ぎに出ている労働者が多
くいるため、今回の推計よりも、実際には、地方の消費量は少なく都市部の消費量は多いと考えられる。
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図7　省（自治区、直轄市）別の牛肉小売価格と2012年からの上昇率
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資料：中国農業農村部「中国畜牧獣医年鑑」
　注：各省（自治区直轄市）にあるいくつかの伝統市場を定点観測したもの。

上昇率も高い（図7）。上昇率は、大きい順に、

湖南省、海南省、浙江省、江西チワン族自治

区、貴州省といずれも、東部・南部の省であ

る。結果として、中国国内での小売価格の差

が拡大を続けている。

（6）と畜

枝肉のカット方法については、国による基

準が定められている（注17）ものの、現地専門

家の話によると、実際は浸透していないとの

ことある。そもそも、と畜場を利用しないケ

ースもかなりあるといわれている。その背景

として、①伝統的にイスラム教を信仰する少

数民族が牛のと畜を担ってきたため、と畜の

仕方について政府がルールを押しつけると反

発を招き民族問題に発展するおそれがあるこ

と②ヤクを含む多様な牛が消費されているた

め、同じ基準で統一することが現実的でない

ことによるとされる。

（注17）　国家標準「鮮、凍分割牛肉」（GB/T 17238-2008）

また、出荷時体重は、大きく分けて中国北

部と南部で異なり、北部では500〜600キ

ログラム、南部では450キログラム程度と

いわれる。出荷時月齢は、地域によるが20

カ月程度が多いとされる。

後述する栄成泰祥グループによると、中国

のと畜コストは豪州よりも高いとのことであ

る。これについてALICによる聞き取り調査

と公表されている資料からと畜コストの比較

を試みた（表6）。その結果、人件費は豪州

よりも中国の方が安いものの、と畜コスト全

体でみると、中国は必ずしも安いとはいえな

いことが分かった。
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資料：�A社はALICによる聞き取り。Bは張賀「アライアンスの視点からみた牛肉産業における利益分配体制の研究」、豪州とアルゼンチンは
Australian�Meat�Processor�Corporation「Analysis�of�regulation�and�related�costs�in�red�meat�processing」より。

中国
豪州 アルゼンチン 備考

A社 B社
元 元 豪ドル 元 豪ドル 元

費用 13,760 13,012 － － － － A,B社ともシンメンター
ル種の場合の数値生体牛価格 12,500 12,823 － － － －

生体牛以外の費用 1,260 189 361 71 206 40
買付時輸送費 75 50 54 11 － －
疾病等の検査 1,000 30 7 1 － － A社の検査は、ラクトパ

ミン、重金属、大腸菌、
口蹄疫など

人件費

120

25 211 41 88 17
水光熱費 5 22 4 13 3
と畜費用 20 － － － －
冷却熟成費用 18 － － － － 冷蔵して熟成するのに

かかる費用その他 65 41 67 13 105 20
売上 14,050 13,608 － － － －
牛肉 13,500 11,999 － － － －
内臓 150 750 － － － －
皮 400 638 － － － －
尾、蹄 - 221 － － － －

純利益 290 596 － － － －

調査時期・場所 2016年、
北京

2014年、
東北3省、
内モンゴ
ル

2015 ～ 16年

表6　と畜コストの例

（1）部位別の特徴

輸入されている形態は、大きく分けて、冷

凍、冷蔵、生体であり、金額ベースで比較す

ると96：2：2の割合である。

ア　冷凍牛肉

輸入冷凍牛肉の大半は加工・業務用に仕向

けられるといわれる。

国別に輸入量をみると、豪州と南米が多い

（表7）。アルゼンチンからの輸入量が急速に

増えているが、これは、2015年12月にア

ルゼンチンで政権交代が起きて以降、輸出に

関する各種規制の撤廃が進められたことが影

響していると考えられる。

また、国別のCIF価格からおおむね四つの

グループに分けることができる（図8）。

第1のグループは米国である。中国では、

米国で広く用いられている肥育促進剤の使用

を禁止していることに加え、トレーサビリテ

ィの確保などのさまざまな条件を課している

ため、これらにかかる追加コスト分だけ割高

となる。このため、割高でも売れる高級部位

に限って輸入されている。米国は2017年6

月に中国への輸出が解禁されたものの、輸出

量は伸びていない。現地専門家によると、高

価格であることが一番のネックとなっている

とのことである。北京市内のある外資系スー

パーマーケットを調査したところ、サーロイ

ンは豪州産よりも25%高く、リブロースは2

６　輸入の状況
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倍の価格で売られている例もあった。

第2のグループは豪州である。豪州産は、

スーパーマーケットや外食産業に高級部位が

仕向けられているほか、豪州産Wagyuも輸

出されていることから、他国産よりも平均単

価が高くなっていると考えられる。

第3のグループはブラジル、アルゼンチン、

ニュージーランドである。これらの国は低級

部位を中心に輸出していると考えられる。な

お、現地調査では、ニュージーランド産は一

部スーパーマーケットでロイン系が販売され

ていたが、ブラジル産とアルゼンチン産は、

生鮮肉で販売されていたのはすね肉などの低

級部位に限られており、ロイン系は冷凍加工

食品でしか見られなかった（写真35、36）。

なお、写真中にある「原切」は成型肉ではな
表7　輸入先国別の冷凍牛肉輸入量の推移

2014年 2015年 2016年 2017年

ブラジル ─ 56,429 171,157 197,565

ウルグアイ 89,080 123,206 155,441 195,874

豪州 132,278 149,245 104,078 109,868

アルゼンチン 16,983 42,688 51,957 86,334

ニュージーランド 40,384 70,266 72,052 79,107

米国 ─ ─ ─ 1,937

その他 16,292 25,309 18,531 17,872

合計 295,017 467,143 573,216 688,557

資料：「Global�Trade�Atlas」
　注：HSコードは0202。

（単位：トン）

図8　輸入先国別の冷凍牛肉の単価
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資料：「Global�Trade�Atlas」
　注：HSコードは0202。2018年1~3月のCIF価格の加重平均。

写真35　ステーキ用冷凍加工牛肉
　（アルゼンチン産）

写真36　ステーキ用冷凍加工牛肉　　
（ウルグアイ産）　　
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表8　輸入先国別冷蔵牛肉輸入量の推移

2014年 2015年 2016年 2017年

豪州 2,932 6,692 6,833 5,912

ニュージーランド 0 0 0 379

米国 0 0 0 268

合計 2,932 6,692 6,833 6,558

資料：「Global�Trade�Atlas」
　注：HSコードは0201。

（単位：トン）

いこと、「牛排」は厚切りの牛肉を意味して

いる。価格は150グラム入りで24元（400円）

となっていた。

第4の グ ル ー プ は ウ ル グ ア イ で あ る。

2017年11月に中国企業がウルグアイの中

規模パッカー RONDATEL S.A.社やLirtix 

S.A.社を買収するなど、輸入拡大に向けた動

きが広がっている。ウルグアイ産が他国に比

べて安い理由は不明である。

イ　冷蔵牛肉

冷蔵牛肉は、2016年まで全て豪州産だっ

たが、2017年からニュージーランド産が試

験的に輸入されている（表8）。冷蔵牛肉は

主に高級レストランに卸されているといわれ

ており、輸入単価は冷凍品の2倍程度である。

表9　輸入先国別生体牛（乳用牛・肉用牛）輸入量の推移

2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年

繁
殖
用

豪州 7,451 14,794 20,475 28,316 25,255 9,680

ニュージーランド 5,613 2,844 19,693 7,650 11,477 8,510

その他 908 1,006 4,934 7,636 0 2,831

繁
殖
以
外

豪州 2 0 505 427 178 9,340

その他 0 0 4 65 32 2,697

資料：「Global�Trade�Atlas」
注 1：HSコードは、繁殖用が010221、繁殖用以外が010229。
　 2：乳用牛と肉用牛の両方が含まれる。

（単位：トン）

ウ　生体牛

肉用の生体牛は、大きく分けて繁殖牛と輸

入後と畜場に直行する牛（以下、「と場直行

牛」）がある。本稿では、最近増えていると

場直行牛について紹介する。

中国の生体牛輸入量を見ると、豪州とニュ

ージーランドが大半を占めている（表9）。

と場直行牛は「繁殖用以外」に含まれている

が、この区分には乳用牛も含まれ、中国側の

統計ではこれ以上の細分がないため、と場直

行牛の輸入量を把握することができない。

このため、以下では、乳用牛と肉用牛を区

別している豪州の輸出統計を基に分析する

（図9）。

中国への生体肉用牛の輸出は、2014年か

ら突然増加し、その後増加を続けている。内

訳を見ると、2014年と2018年は繁殖用以

外が多く、その他の年は繁殖牛が多く、年に

よってまちまちである。

豪州と中国は、2014年に結ばれた中豪

FTAにおいて、生体牛の関税を2019年に撤
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廃することとし、また、当時の報道によると、

生体牛の貿易頭数を年間100万頭まで拡大

することを期待していたようである。

その後、「中国国家質量検疫総局と豪州農

業部の豪州産と畜用牛の中国への輸入に関す

る衛生要求議定書」（2015年8月署名・発効）

によって、輸入した肥育牛を通常の輸入隔離

検疫期間（30日）を経ずにと畜できるよう

になった。議定書では、と場直行牛は入国後

14日以内にと畜しなければならないとされ

ている（注18）。

この規程によって、豪州は中国のと場直行

牛輸出国として独占的な地位を得ている。

2018年5月にウルグアイも中国と場直行牛

に関する検疫条件を結んだが、輸送に1カ月

以上かかることから、採算性に乏しいと考え

られる。実際、実績は2018年6月の9000

頭（注19）のみで、試験輸入にとどまっている。

豪州から中国への生体牛の輸出は、空輸ま

たは海運で行われているが、と畜場直行牛は

安価なため海運が主流と考えられる。空輸で

は、航空機1機で420頭を運ぶことができ、

1頭当たり1200米ドル程度（約13万7000

円、1米ドル=114円）かかる。輸送には1

日もかからないため死亡などによる損耗は海

運よりも低い。他方、海運では船一隻に

1500~2000頭を乗せ、1頭当たり250~300

米ドル（2万8500円~3万4200円）かかる。

海運での所要日数は、豪州から中国への輸送

に15~20日である。なお、豪州側での輸出

検疫には8日程度かかる。

（注18）　 と場直行牛は廃用牛や妊娠している牛を含んではなら

ないとされている。

（注19）　繁殖用以外の牛。乳用牛、肉用牛の区別はない。

業界関係者によると、と場直行牛の輸入は、

当初、政府の奨励によって始められ、現在で

は10社程度が行っているが、冷凍牛肉より

も割高なため、ほとんどの企業で利益が出て

いないとのことである。政府は、①と畜場の

稼働率の改善による農村振興効果②副産物も

同時に輸入できることを理由に奨励したので

はないかといわれている。

図10　豪州からと場直行牛を輸入する際の所要日数

８日 15～20日 14日以内

豪州

海運

中国

順次と畜

輸出前隔離検疫 隔離飼育

資料：�中国国家質量検疫総局と豪州農業部の豪州産と畜用牛の中国への輸入に関する衛生要求議定書お
よび聞き取りに基づきALIC作成

　注：�輸出時の隔離期間は議定書では7日以上とされている。栄成泰祥グループによると実際は8日程度
とのこと。

図9　豪州から中国への肉用牛輸出頭数の推移
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資料：「Global�Trade�Atlas」
注 1：�HSコードは繁殖用の肉用牛は01022114、繁殖用以外の

肉用牛は01022924。
　 2：2018年は1~8月のデータ。
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生体牛輸入企業「山東栄成泰祥グループ」

山東栄成泰祥グループは、山東半島の先端

部にある栄成市に本社を置く食品の製造・販

売を主要事業とする会社である。

同社では近年、牛肉の販売を始めた。牛肉

の販売額は年間1億元（16.5億円）程度で、

販売先は7~8割が外食店で、残りはスーパ

ーマーケットやコンビニエンスストアであ

る。2017年から豪州産のと場直行牛を輸入

しており、本社のある栄成市内にと場直行牛

のための隔離施設やと畜場を持っている。

と場直行牛を輸入するメリットは、①冷凍

牛肉を輸入するよりも安定的に供給できるこ

と②冷凍・冷蔵肉のどちらでも供給できるこ

と③内臓肉も一度に手に入ることである。そ

の理由としては、①については、豪州に冷凍

牛肉を注文すると、商品の到着までに海運で

2カ月程度かかり、いつ自社の倉庫に納入で

きるのか正確に見通しづらいが、生体牛は一

度輸入すれば自社でと畜量を加減して安定的

に供給できるためである。なお、空輸であれ

ば注文後1週間程度で牛が到着するが、コス

ト上現実的ではない。②については、前述の

通り中国では冷蔵肉が好まれるため、③につ

いては、中国では他国よりも内臓肉が高く売

れるため（注20）である。

一方、輸入牛肉よりも1割程度コスト高に

なるというデメリットがある。主な理由とし

ては、一般に豪州よりも中国国内の方がと畜

コストが割高であること（注21）に加え、と場

直行牛は輸入後14日以内にと畜しなければ

ならないことからと畜場の稼働率にムラがで

きることがある。このため、同社では、今後

と畜の期限が14日よりも延長されなければ

輸入頭数の大幅拡大は難しいと考えている。

（注20）　 中国では全ての副産物が食べられる。複数の現地専門

家によると、皮は皮革用よりも食用の方が4~5倍高い

価格で売れるといわれる。また、骨はスープに使われる。

（注21）　中国と豪州のと畜コストについては、P92表6参照。

表10　山東栄成泰祥グループの牛肉関係事業の概要

隔離施設

概要 備考

収容頭数容量 6000頭 －

年間受入ロット 6回 現在1ロット3000頭程度。

輸入時年齢 24～ 36月齢 －

輸入時体重 500～ 600kg －

輸入品種 アンガス
ヘレフォード ブラーマンなどのコブ牛はいない。

輸入先 豪州南部 港は不定。

と畜場

概要 備考

と畜頭数 150～ 200頭/日 －

カットの仕方 顧客の注文次第 －

稼働時間 月曜～金曜 と畜は深夜12時から翌朝7時ごろ
カッティングは10時～

出荷先 全国 上海が多い。

熟成 0～ 4度で48時間

出荷製品 冷蔵肉、冷凍肉 比率は冷蔵：冷凍＝3：7

資料：現地聞き取り調査に基づきALIC作成
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写真39　自社のと畜場

（2）輸入先国の拡大

中国の牛肉輸入が増えはじめた2011年以

降、政府は輸入可能国を積極的に拡大させて

おり、2010年の4カ国から、2018年11月

時点で21カ国まで増えている（図11）。

写真38　左が牛舎。右から牛を出し入れする

写真37　隔離施設の配置図

図11　中国が動物検疫上牛肉の輸入を認めている国

ブラジル

2010年以前

ウルグアイ

オーストラリア

ニュージーランド

アルゼンチン

コスタリカ

チリ

メキシコ

ハンガリー

カナダ

南アフリカ

米国

ウクライナ

ベラルーシ

イタリア

ナミビア

英国

フランス

ｾﾙﾋﾞ

モンゴル

アイルランド

セルビア

2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年

資料：ALIC調べ
　注：セルビア、フランス、モンゴルについては一次情報を確認できなかったため、正確でない可能性がある。



畜 産 の 情 報 　 2019. 198

表11　主な牛肉輸入先国とのFTAの内容（牛肉関連）

最恵国税率 相手国 撤廃する年

生体牛（繁殖以外）
HSコード:010229 10%

ニュージーランド 2011年

豪州 2019年

チリ 2015年

コスタリカ 2011年

冷蔵牛肉
HSコード：0201 12 ～ 20%

ニュージーランド 2016年

豪州 2024年

チリ 2010 ～ 15年

コスタリカ 2021年

冷凍牛肉
HSコード：0202 12 ～ 25%

ニュージーランド 2016年

豪州 2024年

チリ 2010 ～ 15年

コスタリカ 2015年

資料：各国のFTA譲許表を基にALICで作成
　注：�最恵国税率や撤廃する年に幅があるのは冷蔵牛肉、冷凍牛肉にさらに細分類がある

ためである。

近年、都市部を中心に焼き肉、ステーキな

ど新たな牛肉の消費形態が浸透し、品質の高

い牛肉に対する需要が増えている。こういっ

た需要を満たすため、中国政府は米国の冷蔵・

冷凍牛肉、豪州のと場直行牛、ニュージーラ

ンドの冷蔵牛肉などを次々と解禁してきた。

他方、串焼きや細かく切った料理、煮込み

料理などの伝統的な調理方法では、あまり品

質の違いは問われない。これらの需要に応え

るため、安価な南米産を中心に輸入量を増や

し、既に日本を上回る量が輸入されているが、

それでも国内消費量の1割強に過ぎない。ま

た、牛肉の価格動向をみる限り、需要が満た

されているとは言い難い。加えて長期的には、

農村地域の需要が拡大することは間違いな

い。

一方で、国内生産は過去5年以上にわたっ

て停滞を続けている。以上から、今後中国の

牛肉輸入量が増加する可能性は高い。世界の

牛肉需給に大きな影響を与える中国の動向に

ついて、今後も注視していく必要がある。

７　おわりに

（3）自由貿易協定

中国は、牛肉輸入先国のうち、豪州、ニュ

ージーランド、チリ、コスタリカなどと自由

貿易協定を結んでおり、2024年には、この

4カ国の表中の品目の輸入関税が全て撤廃さ

れることとなっている（表11）。


